










<要約>

  本研究では、少子化対策の観点から雇用システムそのものを見直すとの問題意識から、

日本と EU4 ヶ国との間で雇用・賃金データの国際比較を試みた。 まず年齢別賃金プロフ

ァイルを、為替の絶対水準で比較したところ、我が国の若年層における賃金購買力がフラ

ンスなどと比べて必ずしも高くない事実を統計的に見出した。 また年齢が高くなるとと

もに、各国とも勤続年数の男女格差が拡大するが、フランスについてはその差は大きくな

い。パートタイム労働者の賃金とフルタイム労働者の賃金の格差は、日本が飛び抜けて大

きくなっている。


